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先
進
地
行
政
視
察
報
告

一　

宮
城
県
遠
田
郡
涌
谷
町

視
察
期
日　

平
成
21
年
10
月
26
日
㈪

視
察
場
所　

涌
谷
町
町
民
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
事
項

⑴
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携

⑵
町
民
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
革
プ
ラ
ン

⑶
施
設
の
運
用
稼
動
状
況

研
修
結
果

⑴
町
民
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
昭
和
47
年
１
月
総
合
病
院
建
設
町
民
大
会
が

　

開
催
さ
れ
、
建
設
署
名
運
動
が
始
ま
る
。

・
昭
和
49
年
５
月
、署
名
数
９
２
７
５
名（
有
権

　

者
の
65
％
、
世
帯
数
の
85
％
）
と
な
り
、
同

　

年
６
月
議
会
に
請
願
書
が
提
出
さ
れ
る
。

・
昭
和
63
年
11
月
涌
谷
町
町
民
医
療
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
供
用
開
始

・
平
成
３
年
１
月
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
開

　

設
・
平
成
５
年
７
月
広
島
県
公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
と
姉
妹
縁
組
、
同
年
８
月
訪

　

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設

・
そ
の
後
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
老
健
施
設
、
療
養
型
病
床
等
の
内
容
充
実

　

を
図
り
、
平
成
15
年
５
月
高
齢
者
福
祉
複
合
施
設
と
し
て
供
用
開
始

⑵
涌
谷
町
国
民
健
康
保
険
病
院

・
病
床
数
‐
一
般
病
床
80
床
、
療
養
病
床
41
床

・
医
師
数
‐
常
勤
10
名
、
非
常
勤
（
嘱
託
）
１
名

・
救
急
受
け
入
れ
体
制
‐
24
時
間
３
６
５
日
受
け
入
れ
を
基
本
と
し
、
二
次
救

　

急
等
当
院
で
の
対
応
不
可
の
場
合
は
、
約
20
㎞
離
れ
た
大
崎
市
民
病
院
、
石

　

巻
市
日
赤
病
院
に
依
頼
。

⑶
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
　

保
健
（
行
政
、
健
康
推
進
員
）、
医
療
（
国
保
病
院
）、
福
祉
（
行
政
、
社

　

協
）、施
設
（
老
健
施
設
、研
修
室
等
）
が
一
体
化
し
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　

町
民
の
健
康
や
福
祉
の
相
談
は
全
て
こ
こ
で
受
け
ら
れ
る
。

⑷
青
沼
セ
ン
タ
ー
長
（
院
長
）
の
お
話

・
医
療
は
目
の
前
の
患
者
を
助
け
る
事
に
有
る
が
予
防
も
大
事
。

・
行
政
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
良
好
な
関
係
が
築
け
な
け
れ
ば

　

住
民
が
一
番
不
幸
。

・
病
院
と
行
政
が
良
好
な
関
係
と
な
る
コ
ツ
は
、
組
織
を
き
ち

　

ん
と
し
、
物
理
的
に
も
近
く
に
い
る
事
に
よ
り
共
通
認
識
が
持

　

て
、
お
互
い
の
立
場
を
良
く
理
解
で
き
る
。

　
　二　

岩
手
県
東
磐
井
郡
藤
沢
町

視
察
期
日　

平
成
21
年
10
月
27
日
㈫

視
察
場
所　

老
健
ふ
じ
さ
わ

研
修
事
項

⑴
町
民
病
院
建
設
の
経
緯
及
び
現
状

⑵
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携

研
修
結
果

⑴
町
民
病
院

○
昭
和
26
年
開
設
さ
れ
た
県
立
藤
沢
病
院
が
、
医
師
不
足
と
赤
字
が

　

原
因
で
昭
和
43
年
廃
院
と
な
る
。

社会厚生常任委員会

常任委員会・閉会中の事務調査
　

平
成
21
年
11
月
４
日
に
総
務
文
教
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

⑴　

水
原
中
学
校
改
築
構
想
検
討
委
員
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

水
原
中
学
校
改
築
構
想
検
討
委
員
会
は
、
前
教
育
長
を
委
員
長
と
し
て
学
校

関
係
、
地
域
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
行
政
で
６
月
に
立
ち
上
げ
、
水
原
中
学
校
改
築
構
想

に
対
す
る
提
言
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
９
月
１
日
か
ら
17
日
ま
で
の
間
に

提
言
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
４
名
の
方
か
ら
20

数
項
目
に
亘
る
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
意
見
等
を
基
に
検
討
委
員
会
で
検

討
を
重
ね
、
制
限
を
設
け
ず
自
由
な
発
想
で
広
範
な
意
見
を
出
し
合
っ
て
ま
と

め
た
提
言
書
は
、
10
月
14
日
の
臨
時
教
育
委
員
会
の
冒
頭
、
委
員
長
よ
り
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

提
言
書
の
内
容
は
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
学
校
だ
け
の
機
能
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
に
関
す
る
機
能
、
学
習
機
能
、
災
害
時
の
避
難
所
機
能
を
想
定
し

て
３
本
の
柱
と
し
、
学
力
向
上
、
心
の
教
育
、
市
民
の
生
涯
学
習
施
設
の
「
学

ぶ
」。
楽
し
い
学
校
、
誰
で
も
気
持
ち
の
い
い
空
間
の
「
和
む
」。
生
徒
、
先
生
、

地
域
、
市
民
を
結
ぶ
学
校
、
避
難
所
機
能
の
充
実
の
「
結
ぶ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
基
本
的
機
能
、
新
し
い
教
育
環
境
づ
く
り
、
新
し
い
生
活
環
境

づ
く
り
、
公
共
機
能
、
改
築
位
置
の
意
見
等
の
各
事
項
を
細
か
く
ま
と
め
、
学

校
機
能
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
特
に
指
定
避
難
所
と
な
る
こ
と
か
ら
、
校
舎
の

開
放
エ
リ
ア
及
び
屋
内
運
動
場
に
多
目
的
ト
イ
レ
（
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
対
応
等
）
を
避
難
活
動
エ
リ
ア
と
保
健
室
及
び
給
食
施
設
と
の
連
携
に

配
慮
す
る
な
ど
公
共
機
能
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
、
提
言
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

要
望
等
た
く
さ
ん
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
財
政
的
な
面
で
全
部
実
現
さ
せ

る
の
は
難
し
い
。
こ
れ
か
ら
予
算
を
加
味
し
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
実
現
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
担
当
課
長

よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
提
言
書
を
細
か
く
ま
と
め
て
も
ら
い
、
感
謝
し
て
い
る
。
地

元
自
治
会
で
も
関
心
が
高
い
の
で
、
時
期
が
来
た
ら
地
元
に
説
明
会
を
開
く

な
ど
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
設

計
の
際
、
複
数

の
設
計
者
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
構
想
に
基
づ

い
て
校
舎
の
模

型
を
作
っ
て
も

ら
い
、
住
民
に

見
て
も
ら
っ
た

ら
ど
う
か
と
の

意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
３
月
定
例
会
ま
で
）

⑴　

市
内
小
中
学
校
の
現
地
調
査
に
つ
い
て

⑵　

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

総務文教常任委員会

○
昭
和
57
年
地
域
包
括
ケ
ア
の
拠
点
「
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が
ス
タ
ー
ト
、

　

以
来
藤
沢
ス
タ
イ
ル
を
住
民
と
構
築
し
て
き
た
。

○
し
か
し
、
不
安
定
な
医
療
の
実
態
に
直
面
し
、「
年
を
取
っ
て
も
病
気
に
な

　

っ
て
も
最
期
ま
で
暮
ら
せ
る
町
で
な
け
れ
ば
真
の
古
里
と
は
言
え
な
い
、
そ

　

れ
を
解
決
す
る
の
が
地
方
自
治
の
原
点
」
と
の
当
時
の
町
長
の
強
い
理
念
が

　

あ
り
、
平
成
元
年
医
療
を
核
と
し
た
「
地
域
福
祉
医
療
供
給
総
合
サ
ー
ビ
ス

　

シ
ス
テ
ム
構
想
」
を
策
定
、
町
立
病
院
建
設
を
町
の
最
優
先
課
題
に
位
置
付

　

け
、
町
、
議
会
、
住
民
一
体
で
の
運
動
が
展
開
さ
れ
、
平
成
３
年
９
月
建
設

　

許
可
が
下
り
た
。

○
平
成
５
年
国
保
藤
沢
町
民
病
院
を
開
設
。

　

・
一
般
病
床
数
54
床
（
出
前
医
療
を
加
え
た
ベ
ッ
ド
数
は
３
０
０
０
以
上
＝

　
　

院
長
談
）

　

・
常
勤
医
師　

５
名
、
非
常
勤
医
師　

３
名
、
応
援
医
師　

多
数

○
町
民
病
院
の
経
営
状
況

　

・
平
成
６
年
（
開
設
２
年
目
）
以
外
全
て
黒
字
経
営
。

　

・
平
成
20
年
度
は
病
院
単
体
で
約
１
３
０
０
万
円
の
経
常
黒
字
、
平
成
18
年

　
　

自
治
体
優
良
病
院
表
彰
を
受
け
る
。

○
佐
藤
院
長
の
お
話
要
約
（
郷
病
院
へ
の
提
言
）

　

・
自
治
体
病
院
が
赤
字
経
営
で
当
然
で
は
無
い
。

　

・
病
院
が
時
代
の
変
革
に
対
応
し
て
い
な
い
の
で
は
・
・
・

　

・
住
民
と
の
対
話
が
無
い
の
で
は
。
⇨　

常
々
の
対
話
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

　
　

て
自
治
体
病
院
の
実
情
を
住
民
が
理
解
で
き
る
。

　

・
医
療
は
限
り
あ
る
資
源
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
地
域
住
民
に
は
二
面
性

　
　

が
あ
る
。（
患
者
で
も
あ
り
、
病
院
を
支
え
る
納
税
者
で
も
あ
る
。）　

⇨

　
　

認
識
を
明
確
に
持
つ
。

　

・
自
治
体
病
院
赤
字
の
要
因

　
　

・
費
用
が
硬
直
化
し
て
い
る
。

　
　

・
事
務
職
が
多
す
ぎ
る
。

　
　

・
黒
字
経
営
は
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

　
　
　

ン
、
プ
ラ
イ
ド
が
上
が
る
。

　

・
地
域
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
の
開
催

　
　

当
初
は
病
院
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
に
終
始

　
　

し
た
が
、
ク
レ
ー
ム
を
宝
と
し
て
対
応
改

　
　

善
し
、
地
域
で
医
師
を
育
て
よ
う
と
す
る

　
　

意
識
が
生
ま
れ
た
。

　

・
今
取
り
組
ん
で
い
る
事

　
　

・
医
療
、
福
祉
、
介
護
の
各
職
種
が
同
じ
目
標
、
認
識
と
情
報
の
共
有
の

　
　
　

た
め
「
全
体
意
見
交
換
会
」
を
実
施
。

　
　

・
先
を
見
据
え
る
活
動
の
推
進
（
認
知
症
ケ
ア
）
等
。

総　

括

　
　

両
町
の
様
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
包
括
的
、
総
合
的
に
行
う
こ
と
で
、

　

住
民
一
人
ひ
と
り
の
情
報
を
関
係
者
が
共
有
し
、
健
康
づ
く
り
か
ら
介
護
ま

　

で
切
れ
目
の
無
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
改

　

め
て
認
識
を
し
ま
し
た
。

　
　

当
市
で
も
関
係
機
関
連
携
の
も
と
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

　

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
の

　

充
実
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
３
月
定
例
会
ま
で
）

⑴　

軽
度
発
達
障
が
い
児
の
現
状
と
対
応
・
対
策
に
つ
い
て

⑵　

市
立
保
育
園
民
営
化
後
の
状
況
と
今
後
の
民
営
化
計
画
に
つ
い
て

涌谷町での研修のようす（青沼センター長の説明）

藤沢町での研修のようす
（佐藤院長の説明）


